（第３号様式）

会議要旨
	会議名
	平成２８年度第２回館山市下水道事業審議会

	開催日
	平成２９年　２月　６日

	開催場所
	館山市役所本館２階会議室

	出席者
	委員（１４名中１３名）＊50音順
・石井　久治（長須賀区連合町内会長）

・大西　徹夫（三軒町連合町内会長）

・小川　俊治（三町地区連合会長）

・小田喜　茂（館山地区連合区長会長）

・鎌田　真人（安房地域振興事務所長）

・菊井　玲子（館山市保健推進協議会長）

・鈴木　正一（館山市議会議員）

・鈴木　久雄（館山船形漁業協同組合代表理事組合長）

・髙橋　和子（館山商工会議所女性会副会長）

・角田　吉夫（館山市商店会連合会長）

・伏原　由美（六軒町連合町内会長）

・本多　成年（館山市議会議員）

・山中　　貴（八幡連合区長）
事務局　（　６名）
・建設環境部長，下水道課長，下水道課副課長兼管理係長，
他下水道課職員３名

	公開・非公開の別
	公開

	非公開の場合の理由
	

	傍聴人数
	０名

	会議概要・結果等

会議概要・結果等

会議概要・結果等

会議概要・結果等


	≪諮　問≫（事前諮問書，内容は次のとおり(別添資料は省略，配布のみ））

（１）諮問事項：館山市下水道事業経営戦略について 
・事務局より）前回，第１回審議会で示した経営戦略(案)について
次のとおり説明

・策定日を平成２９年３月とする

・２.経営の基本方針について
・３.投資・財政計画（収支計画）について
・４.経営戦略の事後検証，更新等に関する事項について
≪審　議≫

・委　員）下水道使用料の値上げを検討するとあるが，先ずは現状69％の接続率の向上が先ではないか？
　　　　維持管理費に占める使用料の割合の目標設定はあるのか？

・事務局）接続率の向上が急務であると認識をしています。
しかし加入が進み接続率が上がっても，維持管理費を賄えない状況です。他にも人口減や，節水器具などによる一人あたりの汚水量の減が見込まれています。
　　現状で経費回収率などに対する目標設定はしていません。

・委　員）事業区域内の全戸が接続した場合，施設の処理容量は不足しないのか？

・事務局）第２期整備事業の全戸が接続しても現有施設での処理が可能です。

・委　員）指定工事店は，何社あるのか？

・事務局）現在７６社あります。

・委　員）補助制度の見直しとは？

・事務局）具体的な検討はこの後だが，下水道へ転換する場合の改造費への補助額の見直しなどです。
・委　員）今後の汚水管延伸も国の補助ありきと思うし，補助金がもらえる様な戦略・収支計画となっているが今後の補助金の見通しは？

・事務局）要望どおりの補助額にならない可能性がありますが，あくまでもこの経営戦略では汚水適正処理構想に沿った整備計画に合わせて作成しています。

・委　員）第２期整備事業完了以降の管路整備はどうするのか？

・事務局）第２期完了後の管路整備は市民の皆様とよく話し合いながら進めていきたい。

・委　員）終末処理場の未利用地はどのくらいか？

・事務局）終末処理場用地全４haのうち約１haが未利用地となりますので，利活用について検討していくところです。

・委　員）終末処理場の維持管理は，平成２１年度より包括的民間委託を行い，現在３期目だと思うが，どのように業者選定をしているのか？

・事務局）すべて入札を行っている。１期目と２期目は応札が１社であったが，３期目は参加要件を緩和したことにより３社の応札があった。委託会社は１期目からずっと同じ会社となっている。

・委　員）維持管理費が縮減されるよう対応をお願いします。
≪審議結果，挙手による採決≫

・会　長）当審議会に対する諮問事項について答申を行うため決をとります。経営戦略（案）を承認し公開することについて賛成の方の挙手をお願いします。
――委員全員の挙手により，全会一致で賛成――

≪答申及び公表等スケジュール≫
・事務局より）次のとおり経営戦略の公表等の予定について説明し，

答申書のとおり内容を取り纏め
　　　　・２月７日に会長から市長へ答申

　　　　・２月１５日市議会全員協議会へ説明

・その後，市民に対して公表


（２）報告事項：
社会資本総合整備計画（公共下水道事業：平成23～27年度）における事後評価の報告について

・事務局より）社会資本総合整備計画の事後評価について説明

　

・委　員）ＢＣＰの内容は提示できないか？

　　　　　市民も災害時の対応を気にしていると思うので，お願いする。

・事務局）今後，示していきます

≪その他，質疑応答≫

・委　員）浦安市のように災害時に下水道管から汚水がふきでるのではないか心配，どんな対策を講じているかなど知りたい。
・事務局）過去に行った液状化に対する影響調査では，館山市は被害を受けにくいという結果でした。

　　　　　また館山市は，浦安市のような液状化は起きにくいので，大きく心配しなくても良いのではないでしょうか。

・会　長）下水に使用している管の品質も，以前より良くなっているのではないか？

・委　員）管自体の品質は変わっていない。

浦安市は埋立地なので液状化の被害があったが，館山市は埋立地でない。

・委　員）強制的に接続させないのか？
・事務局）法律では供用開始後３年以内に接続しなければいけないところですが，館山市では強制はせずに出来るだけ速やかな接続をお願いしているところです。

・委　員）強制的に接続させていない。あくまでお願いし個人の都合に任せているということですね。

・委　員）東口銀座商店街地区に接続意向に関するアンケートを行ったと思うが，結果はどうか？

・事務局）銀座商店街地区など駅周辺でアンケートを実施したところ，接続したい又は接続しなければいけないという認識はあるが，資金の問題や立地，建物が古くて管の布設が難しいなど，個々の事情があり接続に結びついていない状況でした。


〈記入時の注意事項〉

※　会議の公開・非公開の別は，該当するものを選び，それ以外を削除してください。

※　会議要旨は非公開の会議においても公表しますので，会議概要・結果等は非公開事項に留意し記入してください。
館　下　第　９１　号


平成２９年１月２５日


館山市下水道事業審議会


会長　石井　久治　様


館山市長　金丸　謙一





館山市下水道事業経営戦略について（諮問）


　館山市下水道事業経営戦略（計画期間：平成２８年度～平成３７年度）を別添のとおり策定し，これを公開することについて貴審議会に諮問いたします。





（答申書）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年２月７日


館山市長　金　丸　謙　一　様





館山市下水道事業審議会


会長　石　井　久　治





館山市下水道事業経営戦略について（答申）


平成２９年１月２５日付館下第９１号により諮問を受けた「館山市下水道事業経営戦略」について，下記のとおり答申します。





　　　　　　　　　　　　　　　記


当審議会は，慎重審議の結果，今回示された案により所定の手続きを経て，公開することが適当と判断いたします。


なお，答申にあたり，以下の意見を申し添えます。


下水道事業の経営状況について，毎年検証すると共に，必用に応じて，当審議会へ状況を説明すること。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









